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「大正期の変貌から当（新潟）市の歴史を明らかにし，将来の指針を定め
る 市 声るべし」（市民の声）

「新潟市の歴史と発展は，新潟市とこれに合併された町村の歴史と発展

てはならない」（昭和44年「市報にいがた」渡辺浩太郎市長）

「私たちはこれまで収集してきた古文書資料と，永年保存文書で，実際に私たちはこれまで収集してきた古文書資料と，永年保存文書で，実際に

「新潟市が歴史的資料として特別に保有している文書その他の資料で，
歴史文化課が管理する「歴史的文書等」の閲覧・複写等の利用に関し，

平成

【参考資料】新潟市における歴史関係事業の変遷

事業の種別 史　料　編　さ　ん
史 料 保 存

公 文 書 保 存 史料公開利用 歴史的事象

Ⅳ新潟
書

課 歴史文

事業名 Ⅰ旧版
史

新潟市 Ⅱ
町村

新潟市合併
の歴史

Ⅲ新潟市史
歴史叢 地域史料調査 江戸時代からの行

新潟市の歴史的
公文書の収集・

昭和の合併町
村の公文書

現在の歴史的
公文書保存

政史料

担当部署 市史編纂部
市
さん

町村合併編
室

市史編さん 化課 新潟市 市史編さん課 郷土資料館 歴史文化課 歴史文化課

年代
西暦・
和暦）
↓

文書群名
諸
所

家文書・民間
在史料

①新潟町会
書

所文 ②沼垂
書

町役所文

③新潟市役所文
書・④青山葬祭場
文書・⑤市史編さん
時代の市役所各課
地区事務所・連絡
所等歴史的公文書

⑥内野・赤塚・中野
小屋・曽野木・石
山・大江山・濁川・
南浜村役場文書，
⑦鳥屋野・姥ヶ山・
海老ケ瀬・新崎区
有文書

⑧毎年の廃棄文書
目録からの評価選
別・引継，⑨平成の
市町村合併公文書
→⑧＋⑨公文書分
類センターの長期
保存文書

1600
江戸時代 ①新潟町会所 ②沼垂町役所 新潟町・沼垂町訴訟など
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50
1868 明治元 明治維新

1872 明治5 新潟第一大区
1875 明治8 ③（市議会関係）

1879 明治12 新潟区

1889 明治22 新潟市 ⑥・⑦ 新潟市市制施行

1897 明治30 　　④（清掃衛生関係）

1900
1902 明治35 沼垂小学校
1912 明治45 　　④（市議会予決算）

1915 大正3 沼垂町合併

1926 大正15 Ⅰ【編纂開始】

1933 昭和8
1934 昭和9 Ⅰ【刊行】
1943 昭和18 鳥屋野・石山・大形村合併

1945 昭和20 終戦

1954 昭和29 坂井輪・松ヶ崎浜・南浜・濁川村合併

1955 昭和30 新潟大火

1956 昭和31 　　　　⑤（各課・地区事務所・連絡所文書）

1957 昭和32 曽野木・両川・大江山合併

1960 昭和35 内野村合併

1961 昭和36 中野小屋・赤塚村合併

1969 昭和44 Ⅱ【編纂開始】 【編纂のための史料調査】

郷土資料館開館1972 昭和47 が蓄積されたものである。新潟町に歴史があるように，他の地区にも歴

1974 昭和49 郷土資料館 郷土資料館 史がある。それが合併と同時に忘却され，記録として残らないことがあっ

1986 昭和61 Ⅱ【刊行終了】 Ⅲ【編纂開始】 【③・④・⑤の収集】

1994 平成6 　　　　　　【⑧廃棄予定公文書の選別保存】 文書規程の一部改正 はほとんどしようされていない公文書―半現用公文書を含めて，市の公

⑧
文書館に収蔵されることが最良の方法であると考え，公文書館の設置を

1998 平成10 Ⅲ【刊行終了】 Ⅳ【編纂開始】
提案しています」（平成6年『市史にいがた』15号，堀川滉一市史編さん課
長）
「市史編さん課は，事実上公文書館の機能を果たすことを目指している」
（平成10年市史編さん課課内研修）

2001 平成13 　歴史文化課
新潟市歴史的文書等利用要綱に基づく
文書館機能の保有・黒埼町合併

郷土資料館閉館
歴史文化課 必要な手続きを定める。歴史的文書は歴史文化課において利用に供す

2003 平成15 るものとする」（平成13年「新潟市歴史的文書等利用要綱」第1・2条）

2004 平成16 新潟市歴史博物館 新潟市歴史博物館開館

2005 平成17 【合併市町村における地域史料所在確認調査】 13市町村合併

2007 平成19 　　⑨公文書分類センター 公文書分類センター開設

2011 平成23 Ⅳ【編纂終了】

2012 平成24 【旧新潟市域における地域史料所在確認調査】 【長期保存文書の評価選別】 現在
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	Sheet1

